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Ⅰ 金属蛋白質の構造機能解析 

Structural and Functional Studies of Some Metalloproteins 

 

城 宜嗣 

Shiro, Y. 

 

生体内には数多くの金属蛋白質・金属酵素が存在し、酸化還元あるいは酸塩基触媒反応、気体分子の運搬・

貯蔵・センシングなどさまざまな生理機能を関与している。本グループでは、SPring-8を用いて、いくつか

の金属蛋白質・金属酵素の結晶構造を明らかにし、さらに分子分光学、分子生物学、生化学的なデータの解

析とあわせて、これらの構造と機能の関連を議論している。特に、近年では、地球上の窒素循環において重

要な働きをしている脱窒菌の一酸化窒素還元酵素（膜結合型蛋白質）の構造機能解析において世界的な成果

をあげている。本年度は、Pseudomonas aeruginoaの一酸化窒素産生酵素（亜硝酸還元酵素）と一酸化窒素

消去酵素（一酸化窒素還元酵素）の複合体の構造機能解析に成功した。この結果を基に、この２つの脱窒系

酵素が相互作用することにより、細胞毒性の高い一酸化窒素NOを細胞内に拡散させること無く消去している

ことを提案した。また、病原菌由来キノールを電子供与体とする一酸化窒素還元酵素の発現系構築と単離精

製に成功し、結晶化を開始した。 

 

 

Ⅱ 生体内の金属動態の構造生物学的研究 

Structural Biology on Metal Dynamics in Cell  

 

杉本 宏 

Sugimoto, H. 

 

微量金属元素の細胞内への吸収、運搬、その濃度感知などの生体内動態に関わるタンパク質の分子機能と

作動機構を解明するために、これらの膜タンパク質の立体構造解析をめざしている。本年度は、病原菌が感

染ホストからヘム鉄を奪取する際にヘムを細胞内に取り込むヘムトランスポーター (HT)の結晶構造解析

（約3.2 Å分解能）に成功した。さらに、HTへヘムを運搬するタンパク質に関して、２分子ヘム結合型、１

分子ヘム結合型、ヘム非結合型の構造解析にも成功した。これらの構造情報を基に、ヘム輸送の分子機構に

関して議論した。 
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